
 

 平成 19 年度福岡県市町村普通会計決算及び 

健全化判断比率等の概要（速報）  
 
 
 
１ ポイント 
○ 平成 19 年度における普通会計決算 
・ 経常収支比率は悪化しており、財政構造の硬直化が進んでいる状況。 

○ 「地方公共団体財政健全化法」に基づく健全化判断比率 
早期健全化基準・財政再生基準以上となる市町村はない。 

・ 実質赤字比率     → 大牟田市 3.87％（早期健全化基準 11.95％） 
・ 連結実質赤字比率 → 川崎町 11.86％（   〃    19.96％） 

○ 「地方公共団体財政健全化法」に基づく公営企業の資金不足比率 
川崎町の病院事業が経営健全化基準以上となっている。 

・ 資金不足比率（経営健全化基準 20.0％） 

→ 福岡市の地下鉄事業(1.5％)、川崎町の病院事業（22.0％） 
 
 
２ 平成 19 年度普通会計決算の状況                     

（単位：百万円、％） 

区  分 歳入総額 増減率 歳出総額 増減率
経常収支 

比率 

(100%以上

の団体数)

政令市 
1,175,108 

(1,199,981) 

△2.1 

(△3.2)

1,160,570 

(1,180,057)

△1.7 

(△3.5)

96.0 

(91.6) 

0 

(0) 

市町村 

(政令市除く) 

940,681 

(978,771) 

△3.9 

(△1.1)

918,834 

(951,296) 

△3.4 

(△1.2)

95.5 

(94.6) 

15 

(11) 

県 計 
2,115,789 

(2,178,753) 

△2.9 

(△2.3)

2,079,404 

(2,131,353)

△2.4 

(△2.5)

95.5 

(94.5) 

15 

(11) 

（ ）内の数値は、平成 18 年度普通会計決算の数値 
 
【歳入】  
・ 税源移譲により地方税は増加したものの、税源移譲に伴う経過措置であ

った所得譲与税等の地方譲与税や合併特例事業債等の地方債が減少した
ため、歳入全体としては減少。 

【歳出】  
・ 人件費は減少したものの、扶助費や公債費の増加により、義務的経費は

増加。一方、投資的経費(失業対策事業費や普通建設事業費)が減少した
ため、歳出全体としては減少。 

【経常収支比率】 
・ 経常収支比率（単純平均）は、0.9 ポイント増の 95.5％。 
・ 経常収支比率は、歳出面では人件費は減少したものの、歳入面では地方

譲与税、普通交付税等の減少により、前年度より上昇。 
・ 経常収支比率が 100％以上となる団体数は、4団体増の 15 団体。 



３ 健全化判断比率等の状況 
○ 実質赤字比率  
・ 実質赤字額が生じた団体は大牟田市のみ。大牟田市は平成13年度以降、

7 年連続、また、昭和 56 年以来 26 年ぶりとなる 10 億円を超える赤字
となった。市では、平成 23 年度末までに累積赤字の解消を目指す財政
健全化計画を策定し、本年 8月 28 日に公表している。 

 （単位：百万円、％） 

 
団体名 実質 

赤字額 
実質赤字 

比率 
早期健全化

基準 
財政再生 

基準 

大牟田市 1,055 3.87 11.95 20.00 
 
  
                                                      
○ 連結実質赤字比率 
・ 連結実質赤字額が生じた団体は川崎町のみ。一般会計等は黒字（2.0 億

円）であるが、国民健康保険事業会計（△6.4 億円）や病院事業会計（△
2.1 億円）で赤字となっている。川崎町では、平成 20 年度から健康増
進推進本部を立ち上げ、医療費の削減に努めるとともに、病院事業の
経営健全化のための「公立病院改革プラン」を策定中。 

 
 

 
 
 
○ 実質公債費比率 
・ 実質公債費比率（単純平均）は、前年度と同値の 12.5％。県内市町村

で最も高い団体は、東峰村（21.9％）。実質公債費比率の早期健全化基
準は 25.0％。財政再生基準は 35.0％。 

 
○ 将来負担比率 

・ 将来負担比率(単純平均)は、74.1％。県内市町村で最も高い団体は福
岡市（259.6％）、次いで久山町（211.6％）。将来負担比率の早期健全
化基準は、政令市は 400％、政令市を除く市町村は 350％。 

 
○ 資金不足比率 

・ 公営企業に係る資金不足額が生じたのは、福岡市の高速鉄道事業(地下
鉄)と川崎町の病院事業。川崎町の病院事業は、経営健全化基準以上。 

・ 川崎町の病院事業は、平成 17 年度以降、経常損益は黒字化しており、
平成 19 年度には 64 百万円の資金不足を解消するなど、資金不足額は
減少傾向にある。町では、経営健全化を図るための「公立病院改革プ
ラン」を策定中。 

 

 

 

団体名 連結実質 
赤字額 

連結実質 
赤字比率 

早期健全化
基準 

財政再生 
基準 

（単位：百万円、％） 

 

川崎町 600 11.86 19.96 30.00 

（単位：百万円、％） 

団体名 事業名 資金不足額 資金不足 
比率 

経営健全化 
基準 

福岡市 地下鉄 356 1.5 

川崎町 病院 215 22.0 
20.0 


